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Abstract 
 
The new course of study for senior high schools stipulates that all English classes 
should be conducted in English. The Ministry of Education and Science has issued a 
DVD series of English classes conducted in English as a reference for English 
teachers who might lack confidence. Since university students aiming to be teachers 
will also need to teach English through English, they should be taught how to teach 
in English at university. This paper examined the possibility of using the DVD series 
in order to help university students have a better idea of teaching English at senior 
high school. Fourteen university students observed three English classes: they first 
read the textbook lesson, then observed a class section by section, discussed it in a 
group, and finally got feedback from the teacher. They completed a questionnaire at 
the end of each class observation and a summative questionnaire after the final 
observation. The results suggested that observing and discussing the DVD English 
classes was effective for the students to improve their ideas of teaching English 
through English if they watched the classes activity by activity, followed by group 
discussions and feedback from the teacher. They would not have understood what 
was going on in the classes and what it aimed at if they had seen them without such 
help.   
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はじめに 
 
平成 21年告示の高等学校英語学習指導要領は、すべての英語科目で「授業
は英語で行うことを基本とする」と明示している。学習指導要領は長年にわ
たり英語科目の目標のひとつにコミュニケーション能力の育成を掲げている
が、それが十分達成されているとは考えられない。楽天リサーチが未成年の
子どもを持つ保護者 1000 人を対象に 2012 年に行った調査では、「日本の英
語教育に満足していない」と回答した割合は 86.6 ％で、不満な点は「実用的
な英語力が向上しない授業内容」が最多で 68.8 ％となっている ( 日本経済新
聞2013年 6 月 24 日朝刊)。学校英語教育は学習指導要領が目標とするコミュ
ニケーション能力を十分に発達させていないと保護者は考えていることが読
み取れる。新学習指導要領が「授業は英語で行うことを基本とする」という
文言を入れたのは、このような現実を打破し、目標に掲げるコミュニケーシ
ョン能力の育成を達成しようとする方針の堅固さを示すためであろう。 
 しかしながら、授業を英語で行っている教師は残念ながら少数である。文
部科学省(以下，文科省) は、平成 22 年度に 3,598 校の公立高校を調査対象と
して教育課程の編成・実施状況調査を行った。英語科目「オーラル・コミュ
ニケーションI」と「英語I」における英語の使用状況は表 1 のとおりである。 
 
表１ 平成22年度公立高等学校の英語科目における英語の使用状況 
 
 「オーラル・コミュニケーションⅠ」回答者 9,030名 
  発話のほとんどを英語で行っている 1,863人(20.6 %) 
  発話の半分以上を英語で行っている    3,057人(33.9 %) 
 発話の半分未満を英語で行っている    3,613人(40.0 %) 
  発話を英語で行うことはほとんどない    497人(5.5 %) 
 
 「英語Ⅰ」回答者 11,400人 
  発話のほとんどを英語で行っている     281人(2.5 %) 
  発話の半分以上を英語で行っている    1,492人(13.1 %) 
  発話の半分未満を英語で行っている    7,593人(66.6 %) 
  発話を英語で行うことはほとんどない   2,034人(17.8 %) 
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「オーラル・コミュニケーションI」では、授業を半分以上英語で行う教師は
約55％であるが、「英語I」ではその割合は約16％に激減する。逆からみると
「英語I」においては発話の半分以上を日本語で行っている教師は84 ％に及
んでいる。このような現状では、新課程において「授業は英語で行うことを
基本とする」ことに不安を感じる英語教師は数多いと推定される。 
 このような教師の不安を払拭するためか、英語で授業を行うための参考資
料として、文科省は「英語授業実践事例映像資料1-3」というDVDを制作し、
各都道府県の教育委員会を通じて公立高校へ配布している。筆者は「英語授
業実践事例映像資料1」(以下、映資1) のみを入手することができた。以下、
映資１についてのみ論じる。映資１は、全国 10 校の高校 1 年生から 3 年生ま
での英語の授業を収録している。「DVDをご覧いただく前に」という前書き
に相当する部分では、このDVDで紹介する授業は「理想の授業ではない」が、
新課程の授業で取り入れるべき要素を含む授業であると述べている。そして、
新課程の授業が考慮すべき点として、1) 4技能の総合的統合的使用、2) 言語
活動中心の授業、3) 考える力の育成、4) 自律的学習者の育成、の 4つを上げ
ている。学校名、学年、科目名は明らかにされているが、指導教員、指導案、
使用教科書・補助教材、撮影年月日などの詳細は公開されていない。また、
収録されている授業の多くは 50 分の授業を短く30 分ほどに編集されている。
そのような授業では個々の活動はどのようなものであるかは理解できるが、
その活動が授業全体で占める位置、目的、費やした時間などは DVD を視聴
するだけでは把握できない。このように制作された映資 1 は、現職英語教員
が見れば、英語での授業を作っていくうえで参考になると考えられる。 
 それでは英語教員を目指して教職課程を履修中の大学生にとってもこの
DVD は視聴に値するものであろうか。彼らが英語教師として教壇に立ち英語
で授業を行うための準備として、大学の授業の一部として視聴した場合、参
考になるものだろうか。彼らはこの映資１を視聴することによって何かを学
ぶことができるだろうか。このような疑問についてどのような先行研究がな
されているのかをつぎに調べてみる。 
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２．先行研究 
 
 教育職員免許法施行規則は、「教職に関する科目」の最低単位数として中
学校教諭一種免許状は31単位、高等学校教諭一種免許状は23単位を定めてい
る。この中で教科教育法の必修単位数は2単位である。教員養成を目的とする
教育・学芸大学や教員養成系学部は教職に関する科目が比較的充実している
と考えられるが、それでも十分とは言えない。清水・古屋 (2008) は、現在大
学での英語教員育成が望ましい効果を上げていないことを指摘した上で、英
語に関しては英語学・英文学を重視し、英語教育を重んじていない教育職員
免許法の問題を指摘している。この法律は1949年に制定されて以来、若干の
改訂はあるが、根幹は変わっていない。非教員養成大学・学部は中等教育の
教員を数多く輩出しているが、適切に授業ができる力を養成しているかは疑
問である。三村 (2009) は非教員養成大学・学部における教員養成は学生が十
分な授業力を形成できるような課程とはほど遠いと述べている。 
 英語で授業を行うためには、英語教師を目指す大学生はそれがどのような
ものであるかのモデルを知る必要がある。しかしながら、上に挙げた文科省
の調査でわかるようにほとんどの大学生は高校時代に日本語で英語の授業を
受けてきていて、英語による授業がどのようなものかのイメージを持ってい
ないと考えられる。シャノンとクロフォードは新人教師は自分の指導におけ
る学習過程を解釈するにあたり自分自身の学習経験に頼ると報告している 
(Too, 2013: 161)  。どのように教えるかは自分が受けてきた教育に大きく左右
されると言える。若林 (1983) は、英語教育を改善するためには「教わったよ
うには教えるな」と主張しているが、そのためにはどのような授業が望まし
いのかを新人教師や教職を目指す大学生は知る必要がある。大学生が英語で
の授業を経験してきていない以上、英語で授業ができる教員を養成するため
には、大学の英語教員養成課程はそのようなモデルを教える必要がある。 
 このような状況であるが、教員養成系大学・学部であれば、1年次から付属
の小中高などで実際の授業の観察がカリキュラムに組み込まれていて、英語
による英語の授業を見る機会があると考えられる。それに対して、非教員養
成大学・学部の英語教員養成課程では、授業そのものを観察する機会が少な
く、教育実習に行き初めて授業を観察するという学生もいる。 
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英語科教育法では、英語教育の目的、学習到達目標、教育学習環境、言語
学習、言語学習者、言語教師、指導法、評価についての講義のほかに、発音、
語彙、文法、スキルを実際に教えるマイクロティーチングに多くの時間を費
やしている。マイクロティーチングは、教育実習に行く前の学生に教授経験
を持たせ指導法を向上させるのに有効とされているが( 及川、2013：羽鳥、
1996：松本、2005：米山、1984) ，モデルとするべき姿を知ってこそその効
果を発揮するものであろう。マイクロティーチングで模範とすべき英語の授
業を知る機会は，英語科教育法の担当教員が語学教育研究所、英語授業研究
学会、ELEC 同友会英語教育学会、全国英語教育研究団体連合会などの研究
大会の公開授業に参加してレポートを義務づける場合くらいで、十分に英語
による授業を観察する機会は少ないと考えられる。 
 公開授業を参観したあと、授業者と参観者が授業に対して意見を交換する
授業研究は、日本で発達し、世界へと広まっている授業改善方法である(秋田・
ルイス、2008) 。稲垣・佐藤 (1996) によると、授業研究は明治時代から学校
や地域単位で指導力の向上を目的に行われてきた。公開授業の後には研究協
議が続き、授業者と参観者が授業の目的、教材、方法などについて意見を交
換し、互いの授業力を向上させようとする。教職を目指す大学生も公開授業
を見て、研究協議での意見を聞くことにより、自分の授業観を豊かにできる
だろう。 
現在では公開授業に加え、授業をビデオに録画して、それを視聴するとい
う授業研究が盛んである。この取り組みは1981年に日本教育方法学会で始ま
り、さまざまな分野で応用されている(藤原、2009) 。新里(1992) は、ビデオ
の授業を見ての授業分析は授業の現象を分析しているだけであり、このよう
な分析は授業者が基本的な指導技術を身につけているかどうかを知るために
は意義があるが、授業を根本的に改善するためには役立たないとしている。
根本的な改善のためには、指導案と照らし合わせた授業分析が不可欠である
と述べている。高梨 (1992) は、1 回の授業研究では指導向上にはつながらず、
ベテラン教師を中心にした授業研究のサークルによる授業のビデオ撮りとそ
れを元にしての授業研究を継続する必要があるとしている。横溝(2009) はベ
テラン教師のメンターとしての役割を重視している。横溝は、先輩教師は、
経験の少ない教師の授業を評価し、指導するのではなく、経験の少ない教師
と信頼できる人間関係を築き、彼らの問題を聞き、それを自分の問題として
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問いかけ、フィードバックすることで、共に成長していこうとするメンター
としての役割が重要であると主張している。 
今井 (2009) は，大学院の授業で現職教員と教員経験のない大学院生が英語
授業名人と呼ばれる教師の市販の DVD の授業を複数回視聴し，討論するこ
とで、教室で起こっていることを理解しようと試みている。同じ授業を複数
回見ることで、1 回目では気づかなかったこともわかるようになり、理解が
深まるとしている。松井 (2012) は，特定の熟練英語教員の授業を長期間にわ
たりビデオ撮影し，そのビデオを分析することで，その教師の授業観や授業
へのアプローチを解明しようとした。その教師は優れた教師として知られる
が、「英語の習得を最優先課題としたのではなく、人と学び合える生徒どう
しの関係づくり、自分を見つめなおすことができる生徒の育成など、複数の
教育目標をもって授業に取り組んでいた」(p.68) という。 
このように先行研究は、現在の大学における英語教員養成制度は、英語で
授業をする授業力をつけるには問題があること、優れた英語教師の授業のビ
デオを視聴することでその授業の理解が深まること、経験の少ない教師の授
業力を向上させるためにはメンターとしての先輩教師の役割が重要であるこ
とがわかる。文科省制作の映資１を視聴することで、英語による授業につい
ての大学生の理解を深めることが期待できること、そのためには先輩教師の
役割が大切であることが示唆される。このような点を踏まえ、英語教員を目
指す大学生がモデルにできるような授業の DVD を視聴させ、どのようにし
たらそのような活動が作れるのかを議論し、教師がフィードバックするとい
う大学での授業実践を行った。以下にその実践を記す。 
 
３．授業実践 
 
3.1 授業実践の目的  
この授業実践の目的は、映資１の視聴が教員を目指す大学生に役立つかど
うかを明らかにすることである。その場合、先行研究が示唆することを考慮
して、視聴のさせ方や視聴後の議論についての効果も合わせて明らかにする。
具体的な課題としては、視聴前の教材研究、授業をグループで視聴すること、
授業を区切って視聴し、グループで議論すること、教師のコメント、複数の
授業視聴の5点の効果について質問紙による回答で明らかにする。 
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3.2 授業実践の対象者  
映資1を視聴した学生は、関東の私立文系大学の非教員養成学部に在籍する
英語教員を志望し、英語教育研究というゼミを履修する3年生8名と4年生6名
の14名である。彼らの英語力は TOEIC スコアで 450 点から 800 点と幅広い。
日本における英語教育の目的、学校英語教育の目標、教育環境、言語習得、
言語学習者、言語教師、指導法などについての英語科教育法I  (2 単位) を履
修済である。教材分析、活動作成、指導案作成、技能別のマイクロティーチ
ングなどについての英語科教育法II (2 単位) を4年生は履修済であり、3年生
は履修中である。中学校英語教科書を用いてマイクロティーチングを行う英
語科教育法III  (2単位) を4年生は履修済であるが、3 年生は履修していない。
したがって、この映像資１視聴の授業実践時において、4 年生は 15 分程度の
英語によるマイクロティーチングを経験しているが、3 年生は経験していな
い。 
 
3.3 映像資料  
映資１には10 校の授業が収められているが、視聴しただけでは活動として
何がなされているのかがわからないものもある。授業で教えられている教科
書を読んでおけば，授業や活動の意図が推察しやすくなると考えられる。収
録されている授業のうち明示されてはいないが授業内容から使用教科書が特
定できる授業は５つある。そのうち下記に示すように学生がモデルとして模
倣してみたいと思うのではないかと考えられる、つぎの３つの授業を視聴す
ることにした。 
 
富山県立富山南高等学校 第1 学年 英語I Element English Course I ( 啓
林館) Lesson 9 Seabiscuit 
山梨県立吉田高等学校 第1 学年 英語I Element English Course I ( 啓林
館) Lesson 5 Could Do Better 
愛知県立千種高等学校 第2 学年 英語II  Crown English Series II ( 三省
堂) Lesson 5 Mars—The Only Way Out? 
 
３つの授業の内容はそれぞれつぎのとおりである。 
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富山南高校の授業は、20 世紀初めのアメリカの競走馬Seabiscuit とそのオ
ーナーと騎手を扱ったものである。以下のような授業の流れで、仮定法過去
を使った文を作らせ定着させることを目的していると考えられる。 
 
1.  前時の内容のディクテーション  
2．新教材のオーラル・イントロダクション  
3．音読  
4．教師の問いをペアの生徒Aが繰り返し生徒Bが答える英問英答  
5．文法目標文(仮定法過去)の暗唱練習から作文練習   
6．意見交換 (If I were Prime Minister of Japan, I would….) 
 
教師は、新出単語や重要な文を繰り返しリピートさせ、個々の生徒を指名
して言わせ、定着させようとしている。1～5は主に教科書の内容・文を理解
させ定着させるための活動である。6は目標とする仮定法過去を用いて、生徒
の考えを表現する活動である。 
吉田高校の授業は、アルバート・アインシュタイン、ジョン・レノン、ウ
ィンストン・チャーチルのような人は学校ではよい成績を上げられなかった
にもかかわらず偉大な業績を残したことを教える単元を扱っている。つぎの
ような授業の流れで、学校で勉強か自分で勉強かについてディベートできる
ようになることを目標としていると推察される。 
 
1．帯活動：人物当てゲーム  
2．１課分の和訳プリントを見ながらのCDリスニング  
3．ペアで音読  
4．ディベートの準備  
5.  3人1組でディベート (School study side vs Self study side、1 人は審判)  
役割を替えて3回行う  
6．模範的なグループのディベート 
 
1 はウォームアップ，2～3は教科書の理解と表現を定着させる活動，4～6
は自分の英語の知識・技能を使って相手とやりとりする練習である。教師は
指示を与える、ペアやグループワーク時に助言する、フィードバックする、
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というような役割を果たすことがほとんどで、英語を教える、英語について
解説するような部分はあまり見られない。英語についての解説は、多数配ら
れるハンドアウトに詳述されていると推測される。教科書の内容を元に、学
校で学ぶこと、自分で学ぶことの良さと問題点を生徒が自分で考え、それを
言い、さらに相手の意見に対して反論する力を培おうとしていることが見て
とれる。 
千種高校の授業は、火星と地球の比較に始まり、地球の問題を扱い、人類
は火星に植民するべきかどうかを考えさせる単元を扱っている。授業の流れ
は以下のとおりで、生徒に自分の意見を形成させることを目標にしている。 
 
1.  授業目標の導入   
2.  復習：火星の特徴と宇宙飛行士が直面する問題をペアで説明し合
う：ペアワークでの英語表現についてのコメント  
3.  オーラル・イントロダクション  
4.  グループワーク (火星の植民地化の長所と短所)  
5.  グループワークの成果を発表  
6.  火星の植民地化の長所と短所について2人のALTが意見交換する対
話のリスニング  
7.  火星の植民地化に賛成か反対かについて留学生が英語で書いた意見
を読む  
8.  宿題：火星の植民地化に賛成か反対かについて自分の意見を書く 
 
1～5 は教科書の復習・理解・表現の定着のための活動，6～8 はそれぞれ教
科書の内容に基づき，リスニング，リーディング，ライティングを伸ばす活
動になっている。教師は、図やカードを用いて、効果的に黒板を活用してい
る。また、一斉授業だけでなく、ペアワーク、グループワークの前後で活動
の指示や活動の成果をペアやグループから引き出し、全体に還元している。
火星の植民地化に賛成・反対というテーマに関して教科書を読み、2 人のALT
の対話の録音を聞かせ、留学生のエッセイを読ませる、という多彩な活動を
準備して授業を作っていることがわかる。 
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第 1週：グループによる教科書の疑問解消 
第 2週：グループごとの学習目標の作成：第 1回のみ 
第 3週：映資 1視聴‐グループ討議‐教師のコメント‐質問紙への回答 
1回～3回の映資 1視聴を総括する質問紙への回答 
３ 
回 
の 
授
業
視
聴
の
手
順 
この3つの授業は、学生がモデルとして模倣して行うことを考えると、ここ
で紹介した順序で難易度が上がっているように思われる。そのため、学生に
視聴させる順序もこのとおりとした。 
 
3.4 視聴手順  
DVD 視聴は，平成25 年度4 月から6 月にかけての7週間にわたり「英語教
育研究」という専門ゼミの時間で実施した。3つの授業のDVD 視聴は図１に
示すような手順を踏んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ DVD 視聴と質問紙回答の流れ 
 
視聴する授業で扱う課の教科書のコピーを前の週に配布し、よく理解でき
ないところなどの疑問点を見つけさせておく。 
 第1 週：教科書の疑問点解消：前週に配布し予習してあった教材の内容に
ついて、3人ずつのグループに分かれて、疑問点を話し合う。そのあと、グル
ープで疑問が解消できなかって点について全体で話し合う。 
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 第2 週：学習目標の設定：グループごとに、その課を扱う場合の学習目標
を設定する。全体で目標を意見交換する。しかし、学生が設定する学習目標
とDVD の教師が設定する目標が大きく異なるために、第2回視聴以降、グル
ープによる目標設定は行わなかった。学生は文法事項の説明や練習に多くの
時間を割き、それを定着させることを目標にするグループが多かった。しか
し、映資１の授業はそのようなことを主たる目標にするものは少ないため、2
回目以降は目標設定は行わせなかった。 
 第3 週：DVD 視聴と討論：活動ごとにDVD を止め、視聴した内容を確認
する。その活動の目的をグループで討議する。討議内容は、今見た部分は授
業のどの構成要素になるのか、その目的は何なのかの２点である。グループ
ごとに討議内容を発表し、全体で確認する。全体での確認では、学生の意見
に対して教師がコメントしたり、教師から学生に質問したりする。 
 授業の構成要素となる導入、練習、活動の目的が理解できたかどうかと授
業で真似したことがあるかどうかについて5 件法で聞く質問紙をDVD視聴の
前に配布し、記名式で回答させ、授業の最後に回収した(付録1)。 
 第3 回のDVD 視聴の後に、3 回の視聴を総括する質問紙を配布し、記名式
で回答させた。質問紙の内容は、「 DVD 視聴前の教材研究」、「 DVD を一人
で視聴した場合」、「授業を区切ってグループで議論したこと」、「学生の質問・
意見に対する教師のコメント」、「 DVD 視聴が自分の授業改善に与える影響」
の 5  項目について3～5 件法で回答し、自由記述でコメントを記入する方式で
ある (付録2) 。 
 
４．質問紙の回答と考察 
 
4.1 毎回のDVD視聴後の質問紙の回答結果 
 学生14 名のうち4年生3名は教育実習のため、すべてのDVD を視聴したわ
けではない。第1回の視聴は14 名全員であるが、2 回目は13 名、3 回目は11 名
である。3 回すべてを視聴した学生数は11 名である。各授業視聴後の質問紙
への回答結果を表2に示す。 
 質問項目1 の授業の目標が理解できたかどうかについて、富山南高校、吉
田高校が平均3 を下回るのに対して、千種高校は4.45ときわめて高い。これは、
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千種高校の教師が授業の最初に目標を明言していることと、1時間の授業がそ
の目標を達成できるような活動を積み重ねているためであろう。 
質問項目2 ～4 の導入・練習・活動の目標が理解できたかどうかについては、
いささか問題がある。まず導入・練習・活動の分類が曖昧である。そのため
DVDで視聴した部分がどれに当てはまるのかわからないことがあったと考え
られる。さらに、このような構成要素そのものがない授業も見られた。たと
えば、吉田高校は帯活動の人物当てのウォームアップに続いて、和訳プリン
トを見ながらの CD リスニングがなされるが、これは導入と呼べるかどうか
は議論の余地がある。同様に千種高校の回答では2 と3 の項目に空欄が目立つ。
これはこの授業で、導入や練習に相当する活動を学生が見つけられなかった
ことを示唆している。 
質問項目5 の授業の真似をしたいかどうかについて、モデルとして模倣が
難しいと思われる千種高校がもっとも高い平均で、ついでつぎに難しいと考
えた吉田高校、模倣が容易だろうと思われた富山南高校の順であった。これ
は現在の自分の力では及ばないが将来はそのような授業をしてみたいという
学生の憧憬的願望の表れであるかもしれない。 
 
表 2 第 1～3回DVD視聴質問紙回答結果 
第 1回富山南高校 回答者(数字は学年を示す) 
 質問項目 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
4
D 
4
E 
4
F 
平均 
1. 授業の目標 3 2 
 
3 4 2 2 3 4 3 2 3 2 4 2.85 
2. 導入の目標 3 2 1 3 4 3 2 3 4 2 3 2 3 4 2.79 
3. 練習の目標 3 2 2 4 4 3 3 3 3 3 2 3 1 3 2.79 
4. 活動の目標 2 2 1 3 3 2 2 2 4 5 1 2 1 2 2.29 
5. 真似したい 3 2 3 2 4 3 3 2 4 2 1 2 1 3 2.5 
第 2回吉田高校  
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
4
D 
4
E 
 平均 
1. 授業の目標 3 3 2 5 3 4 4 4 2 2 2 2 2  2.92 
2. 導入の目標 2 3 1 5 4 2 2 3 3 2 2 3 3  2.69 
3. 練習の目標 3 2 3 5 4 4 3 4 4 3 3 3 3  3.38 
4. 活動の目標 4 4 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2  3.69 
5. 真似したい 3 3 4 4 4 3 3 4 3 3 2 3 3  3.23 
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 第 3回千種高校 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
   平均 
1. 授業の目標 5 4 2 5 5 4 5 4 5 5 5    4.45 
2. 導入の目標 
 
3 4 3 
  
1 4 3 
 
5    3.29 
3. 練習の目標 
  
2 
   
1 4 
  
5    3 
4. 活動の目標 5 
 
4 4 4 4 4 4 5 4 5    4.3 
5. 真似したい 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5    4.36 
 
4.2 総括質問紙の回答結果 
 3 回のDVD 視聴を終えたあとの総括質問紙の回答結果について考察する。
回答結果は以下表3～表7に示すとおりである。 
 
4.2.1 DVD視聴前の教材研究 
表3 1.教科書を読み、グループで疑問点を話し合ったことについて 
注：回答の数値を以下のように変換して示している。1→5、 2→4、3→2、4→1 
 
 １の「DVD の授業を見る前の週に教科書を読み、グループで疑問点を話し
合ったことについて」は、11 名中 9 名が「よかった」、2 名が「もっと長い
方がよかった」と回答している。これらの回答は、映資１の授業を視聴する
前に、そこで扱われる教科書を読んでおき、疑問点を解消しておくことが、
授業を理解する上で役立ったことを示唆している。これは自由記述のコメン
トとして「教材を読み込むことにより、映資1をよりよく理解できた」という
趣旨のものがもっとも多いことから伺われる。教科書の読解について，疑問
点の多くはグループ内の話し合いで解決できていたが、グループ内で解決で
きずに、全体に質問することもあった。たとえば、Seabiscuit の本文にあ
る”Seabisucuit crossed the finish line to the greatest cheering racing had ever heard.”
という文の構造と意味がわからないと言うグループが多かった。わかると言
うグループに説明させてもうまく説明できず、結局は教師が解説した。他に、
「1 人ではよく理解できなかったところをグループで話し合うことにより理
回答者(数字は学年を示す) 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
平均 
1. 教科書を読み、グループで疑問
点を話し合ったことはよかった 
5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 4 4.82 
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解できた」や「自分では気づかなかった授業のポイントも他の人の発言でわ
かった」という趣旨のコメントもあり、他人と意見交換することで、教科書
の内容をより深く理解できることだけでなく、教える立場からどのようなこ
とが指導項目となりえるのかについての理解を広げていることがわかる。グ
ループから疑問がでない場合は、教師が代名詞の照応やイディオム表現など
について学生が理解しているかを確認した。このように90 分で高校の教科書
１課分をまず理解する、つぎに生徒に質問するとしたらどのようなことを聞
くかというような指導ポイントについて考えさせる活動は、DVD の授業を理
解する上で役立ったと学生は回答している。 
 
4.2.2 1人での DVD 視聴 
表4 2. DVDの授業を１人で見た場合について 
回答者(数字は学年を示す) 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
平均 
2.1 何がなされているか理解できた 1 1 1 1 3 5 1 3 1 5 5 2.45 
2.2 目標を理解できた 3 5 1 3 3 1 1 3 1 1 1 2.09 
注：回答を数値に変換して示している。理解できた→5、理解できない→1、
どちらともいえない→3 
 
 第2の質問項目「DVD の授業を一人で見た場合について」の回答から2点を
考察する。第1 点は、「何がなされているのか」理解できたかどうかに関し
て、11 人中 6 名は「理解できなかった」と回答している。このうち 5 名は 3
年生である。英語科教育法II やIII の履修が進んでいない3年生にとって、英
語の授業を1人で視聴しても何が行われているのかを理解するのが難しいのか
もしれない。しかも、この場合視聴しているのは活動が短縮されたものであ
るので、この傾向は強まるのかもしれない。学生はつぎのようにコメントし
ている。 
 
「１人ではよくわからない点が多いと思うので，先輩を交えた班で見ら
れてわからない点も聞くことができて良かった。」(3A) 
「グループで話すことで、授業を見てのまとめについて考えを交換でき
るため、１人で見ない方が良いと思う。」(3C) 
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「１人で見たら他の人の意見が聞けないからたぶんわからないと思う。」
(3D) 
 
学生の多くは、1 人で見てもわからなかったが、グループで話し合うことで
活動が理解できたと述べている。また，英語科教育法の履修が多い4年生の意
見が参考になったと3 年生が述べていることも注意に値する。このような授
業を視聴させることはマイクロティーチングに役立つと考えていたが、英語
科教育法でのマイクロティーチングを経験した後であっても同様に効果があ
るといえるかもしれない。マイクロティーチングを経験していない学生は，
経験済みの学生と同じグループにして，意見交換ができるようにすることが
望ましいと考えられる。 
2 点目は、最初の質問「何がなされているのか」に対して「理解できた」
と回答した 3 名の学生はいずれも第2の質問「活動の目標が何か」に対して「理
解できなかった」と回答している点である。これはきわめて興味深い回答で
ある。すなわち、この3名の学生は１人で DVD の授業を視聴して何が行われ
ているのかは理解できると言っているが、その目標は理解していないと述べ
ていることになる。これは授業で行われていることを本当に理解しているこ
とになるのだろうか。3 名のうち 2 人はつぎのようにコメントをしている。 
 
「自分に目標を読み取る能力が足りていなかった。」(3F) 
「活動の目標は DVD の先生が言っていれば理解できるものの、何もな
ければそこまで深く考えないと思う。」(4C) 
 
これらの記述から、たとえ何の活動がなされているかを理解したという学
生もその活動が何のために行われているのかについては理解できなかったこ
とがわかる。したがって、学生全員が 1 人で DVD を見た場合、そこで何が
何のために行われているのかを理解できていないと言える。グループで話し
合うことで、何がなされているのか理解でき、その目標について考えを深め
ることができたと考えられる。  
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4.2.3 授業を区切っての視聴とグループ討論 
表 5 3. DVDの授業を区切りごとに見た内容をグループで話し合ったことについ
て 
回答者(数字は学年を示す) 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
平均 
3.1 何かなされているか理解できた 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
3.2 活動の意図を理解できた 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
注：回答を数値に変換して示している。役立った→5、役立たなかった→1、
どちらともいえない→3 
 
 第3の質問「DVDの授業の区切りごとに見た内容をグループで話し合った
ことについて」に関して2つの質問がなされた。「何がなされているのか」と
「活動の意図」を理解するのに役立ったかどうかというものである。結果は、
どちらに対しても全員「役立った」と回答している。これには2つの要因が関
係している。1 つは、授業の構成要素の区切りである。第 2 の質問「1 人で DVD
を視聴した場合」については，どこで授業の構成要素が始まり終わるのかが
学生にはわからないことを前提としている。「どこで授業の構成要素が終わる
のかがわからない」ことは，「何をしているのかがわからない」ことにつなが
る。したがって、教師が授業の構成要素ごとに DVD を止めて、区切りを示
すことは、「何がなされているのか」を理解しやすくしていると言える。こ
れはつぎのような自由記述欄のコメントによって裏付けされる。 
 
「何をしているのかわからなくなる前に区切って、グループで話し合え
たのはよかった。」(3A) 
「区切りで意見交換することによって、何をしているのかわからないま
ま先に進まずよかった。」(3C) 
「通して見ると、どこが区切りかわからなかったので良かった。」(3F) 
「意見交換することによって自分が見えないところがあることが確認で
きた。」(4B) 
「同じことを見ているのに見る人により異なることがことがわかり理解
が深まった。」(4C) 
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 ここで1人の学生が述べているように、区切り、話し合うことでそこまで視
聴したことの確認ができ、わからないまま先に進んでしまうことがなくなっ
たことが「活動ごとに区切って視聴させる」ことの一番良い点と考えられる。 
 
4.2.4  教師のコメント 
表6 4. 学生の質問・意見に対する教師のコメントについて 
質問項目 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
平均 
4.1 活動の意図を理解するのに役立った 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
4.2 活動の改善を考えるのに役立った 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
注：回答を数値に変換して示している。役立った→5、役立たなかった→1、
どちらともいえない→3 
 
第4の質問「学生の質問・意見に対する教師のコメントについて」は全員が、
「活動の意図を理解するのに役立った」「活動の改善を考えるのに役立った」
と回答している。学生のコメントは以下のようなものである。 
 
「自分が知らないこと、知識の浅いところがたくさんあるので、助言し
ていただいたことは大変役立った。」(3B) 
「授業の活動の意図について教師の質問により深く考えさせられ、自分
で授業を作っていく上で役立った。」(3E) 
「コメントを聞くことで授業を行っている先生の意図の裏側まで知るこ
とが出来た。」(3G) 
「授業が小さな段階を積み上げてできていくことがわかった。」(4B) 
 
 教師は「DVD で視聴した活動の良い点と悪い点を話し合いなさい」と学生
に指示することがあったが、学生は DVD の教師が英語で授業をしているこ
と自体がすごいことと考えていたようで、悪い点があるとは思いもよらなか
ったようである。たとえば、CD と同時に音読させる場合、教師は自分も一
緒に音読していては、生徒がきちんと発音しているかどうか聞くことはでき
ない。したがって、そのような点は、黙って机間巡視して生徒が正しく発音
しているかどうかをチェックするように改めなければならないというような
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コメントをした。このような教師のコメントは学生の授業を改善する方法を
考える上で役立ったようである。 
 
4.2.5 複数の授業視聴 
表7 5. 複数の授業のDVDを見たことについて 
質問項目 
3
A 
3
B 
3
C 
3
D 
3
E 
3
F 
3
G 
3
H 
4
A 
4
B 
4
C 
平均 
5.1 自分の授業改善に役立った 4 5 5 5 5 5 5 4 5 4 5 4.73 
5.2 他の教師の授業分析に役立った 4 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 4.82 
注：回答を数値に変換して示している。大いに役立った→5、役立った→4、
どちらともいえない→3、それほど役立たない→2、役立たない→1 
 
第 5 の質問「複数の授業の DVD を見たことについて」は、8 名が「自分が
授業をしていく上で大いに役立った」、3 名が「役立った」、9 名が「他の教
師の授業を分析する上で大いに役立った」、2 名が「役立った」と回答して
いる。どのように役立ったのかについては、自由記述につぎのようなコメン
トが見られる。 
 
「いくつかの DVD を見ることで様々な授業のやり方を知れてよかった。」
(3A) 
「自分が授業をするときに、どのような流れですればよいかを知ること
ができた。」(3C) 
「様々な授業方法があることを学べたし、その授業で何を目標としてや
っているかで授業方法が違うことがわかったから。」(3D) 
「授業のDVD を見ることは初めてだったのでとても役立った。」(3E) 
「複数みることによって、メリット・デメリットがわかり、今後に生か
せる。」(3F) 
「異なった活動を見ることで自分の中でもアイディアが浮かびとても役
立った。」(3G) 
「学校でやるのは全くイメージがわかないので、少しはイメトレができ
たし、その中でも良いものとそうでないものいろいろ見られた。」(3H) 
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「いくつか自分が授業をするときに使ってみたいことがあったので、プ
ロの先生の授業を見ることはとても役立った。」(4A) 
「１つの教材でも授業は多様なため、様々なものを見ると授業分析の目
を養える。」(4B) 
「『授業中の先生』をよく観察して、良いところ、悪いところを発見で
きた。」(4C) 
 
このような記述から学生は英語でなされる授業を見た経験が少なく、３つ
の授業を視聴したことで、さまざまな活動や授業方法があることを学び、そ
れを自分なりに評価し、自分でもやってみたいと考えていることがわかる。
また、授業を見ることで自分も授業のアイディアが浮かんだと１人の学生が
書いているように、自分の授業を作っていく上でアイディアを刺激したとも
考えられる。 
 
５. 結論 
 
 この授業実践をまとめると、まず授業で使用する教材をあらかじめ読み込
みどのような内容かを理解させておくことが，映資１の授業の活動やその意
図を理解する上で有効ということである。その場合、グループで疑問点を話
し合わせれば、互いに教え合い、疑問の解決につながることが多かった。し
かし、それでもわからない点は、教師が教える必要がある。第２に，教職課
程を履修中の大学生は映資１を 1人で見てもそれから十分に学ぶことは難し
いといえる。大多数の学生は映資１を１人で見ただけでは，行われた活動が
何だったのか，その意図は何だったのかを理解できなかったと述べている。
グループで活動が何だったのか、その目標は何かについて話し合うことによ
って、理解を深めることができる。第 3に，授業を最初から最後まで通して
視聴するのではなく，活動ごとに区切って，何が行われたのか，その意図は
何かを確認していくことが効果的と考えられる。回答にあるように，自分で
はどこが活動の切れ目だかわからない，何が行われたのか，その目的が何か
わからないまま授業を見続けても，授業がどう組み立てられていったのかが
わからない，という理由のためである。第 4に，教師のコメントは，学生だ
けではわからない点を指摘し，授業力を向上させるために不可欠である。こ
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れは，授業研究グループはベテラン教員を中心とすべきであるという高梨(1992)
や先輩教師が新人教師に対してメンターの役割を果たすべきであるという横
溝(2009)の主張を支持するものである。第 5 に、学生は授業を見学する経験
が少ないので、DVDであっても複数の授業を視聴することは、学生が授業を
改善していく方法を考える上で役立つと考えられる。以上から，文科省制作
の英語授業実践事例映像資料１は，しかるべき手順に則って利用すれば教員
養成課程の大学生にも大いに役立つものであるといえる。知識や技能が不十
分な大学生が、経験豊かな教師の授業を見ることで、何が身についたと感じ
たのか、実際に自分が授業をするときにそれを応用できるかなどについて、
今後リサーチクェスチョンを立てて調査することは意義ある研究となるので
はないかと考えられる。 
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付録 1：質問紙：DVD英語授業視聴 
 
視聴日時   ＿＿＿＿＿＿＿＿ 
英語授業高校名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
学年  ＿＿＿＿＿＿＿＿ 
授業科目   ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿               
1. 授業の目標が理解できましたか   ５・４・３・２・１ 
2. 導入の目標が理解できましたか  ５・４・３・２・１ 
3. 練習の目標が理解できましたか  ５・４・３・２・１ 
4. 活動の目標が理解できましたか  ５・４・３・２・１ 
5. この授業を真似したいですか  ５・４・３・２・１ 
6. 5で 3以上をつけた人のみ回答してください。真似したい点は何ですか。 
7. この授業を行うためには、授業者に質問したいことは何ですか。
  
 
付録 2：総括質問紙：DVD英語授業視聴アンケート 
 
1.  DVDの授業を見る前の週に教科書を読み、グループで疑問点を話し合っ
たことについて 
(1) よかった  (2) もっと長い方がよかった (3) もっと短くてよかった  
(4) なくてもよい 
 
コメント                                   
 
2. DVDの授業を一人で見た場合について 
(1) 何がなされているのか   
理解できた・理解できなかった・どちらともいえない 
(2) 活動の目標が何か      
理解できた・理解できなかった・どちらともいえない 
 
コメント                                   
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3. DVDの授業の区切りごとに見た内容をグループで話し合ったことについて 
(1) 何がなされているのか理解するのに     
役立った・役立たなかった・どちらともいえない   
(2) 活動の意図を理解するのに         
役立った・役立たなかった・どちらともいえない 
 
コメント                               
 
4. 学生の質問・意見に対する教師のコメントについて 
 (1) 活動の意図を理解するのに    
役立った・役立たなかった・どちらともいえない 
 (2) 活動を改善する方法について考えるのに   
役立った・役立たなかった・どちらともいえない 
 
コメント                                   
 
5．複数の授業のDVDを見たことについて 
(1) 自分が授業をしていく上で     
大いに役立った・役立った・それほど役立たない・役立たない・ 
どちらともいえない 
(2) 他の教師の授業を分析する上で    
大いに役立った・役立った・それほど役立たない・役立たない・ 
どちらともいえない 
 
コメント                                   
 
氏名                    
 
